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はじめに  

１．背景と目的  

近年、地域公共交通を取り巻く社会情勢は急速に変化しており、モータリゼーションの拡

大や少子高齢化の深刻化、コロナ禍による外出頻度の減少、物価高騰による運行経費の増加

に加え、運転手等の担い手不足等の様々な課題が生じている。 

一方で、増加する高齢者の移動手段の確保や地球環境に対する関心の高まりにより、公共

交通の必要性は増している。また、上里町の将来計画の1つである「上里町立地適正化計画」

で示している「コンパクトで持続可能なまちづくり」の実現に向けて、公共交通の果たす役

割は大きいものである。 

上里町では、令和2年3月に「上里町地域公共交通網形成計画」（上里町地域公共交通活性

化協議会）（以下、「網形成計画」とする。）を策定しており、令和2年度から令和11年度ま

での10年間における地域公共交通の基本方針及び長期目標と、網形成計画の計画期間である

5年間の短期目標を設定している。 

このような背景を踏まえ、「上里町地域公共交通計画」（以下、「本計画」とする。）は、

前計画である「網形成計画」における基本方針及び長期目標を基に、地域公共交通の抱える

課題へ対応するとともに、上里町の上位・関連計画における将来像の実現及び持続可能かつ

利便性の高い公共交通サービスの構築を目的として、町民、交通事業者、行政等が一体とな

って策定するものである。 
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２．計画の経緯及び位置づけ  

本計画は、有識者、住民、交通事業者、行政（国、県、町、警察）により組織された「上

里町地域公共交通活性化協議会」における協議を踏まえ、計画の基本方針や具体的な施策、

事業化に向けた検討を行い、とりまとめたものである。 

また、本計画は、「第５次上里町総合振興計画」及び「上里町都市計画マスタープラン」

等の上位計画に即すとともに、「上里町立地適正化計画」等の関連計画と連携を図るものと

する。 

 

 
図１ 本計画の位置づけ 

 

３．計画の区域  

本計画の対象区域は、上里町全域とする。 

 

 

４．計画の期間  

本計画の期間は、令和7年度（2025年度）から令和11年度（2029年度）までの5年間とする。 

なお、本計画は、前計画である「網形成計画」で定める、令和2年度（2020年度）から令和

11年度（2029年度）までの10年間における基本方針及び長期目標の実現に向けた後期計画で

ある。 

 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

地域公共交通に関する 

基本方針・長期目標 

          

計画期間 
          

図２ 本計画の計画期間 

   

公共交通関連計画 

上里町地域公共交通計画 

・第５次上里町総合振興計画（後期基本計画） 

・上里町都市マスタープラン 

・第2期上里町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

上位計画 

上里町地域公共交通網形成計画 

（前計画） 

・上里町立地適正化計画 

・上里町地域福祉推進プラン 

・神保原駅北まちづくり基本計画 

主な関連計画 
更新 

反映 
・ 
整合 

整合 
・ 
連携 

10年間（令和2年度～令和11年度） 

上里町地域公共交通網形成計画 

(令和2年度～令和6年度) 

上里町地域公共交通計画 

(令和7年度～令和11年度) 
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第１章 上里町の現状と公共交通  

１－１．上位計画・関連計画  

上位計画及び関連計画における地域公共交通に関連する施策及び取組を以下に示す。本計

画の策定にあたっては、上位計画・関連計画の施策及び取組を反映し、連携を図る。 

 

（１）上位計画  
① 第５次上里町総合振興計画  
計画期間 

基本構想  ：平成29年度（2017年度）～令和8年度（2026年度） 

後期基本計画：令和4年度（2022年度）～令和8年度（2026年度） 

将来像 
第４次上里町総合振興計画では、町の将来像を｢人と自然が響きあう “ハーモニーガーデン

上里”」と定め、豊かな自然と商工業の発展の調和を図りながら、まちづくりを進めてきまし

た。第５次上里町総合振興計画では、本町のまちづくりの様々な場面で「ハーモニー」の趣旨が

普及し、言葉が定着していることから、その言葉を活かしつつ、さらなる発展を図るため本町の

将来像を以下のとおり掲げます。 

上里町の将来像 『ひと・まち・自然がともに輝く“ハーモニータウン かみさと”』 

記載内容 
Ⅱ 基本構想 第３章 政策の方向性 ２ 快適で安全なまち 

基本目標６ 都市基盤の充実（一部抜粋） 

本町の都市核である神保原駅周辺の都市機能の向上を図るとともに、上里サービスエリア周

辺地区（以下、愛称の「このはなパーク上里」と表記）の生産機能や観光・交流機能の向上に努

めます。また、橋りょうの長寿命化を推進するほか、地域公共交通網の利便性を向上させ、持続

可能な地域公共交通の実現に努めます。 

Ⅲ 基本計画 基本理念２ 快適で安全なまち 

基本目標６ 都市基盤の充実（一部抜粋） 

【数値目標】 

指標名 基準値（R2年度） 目標値（R8年度） 備考 

町営公共交通年間利用者数 11,781人 
22,300人 

（令和6年度） 
総合戦略の目標 

【現状と課題】 

ＪＲ高崎線、路線バス、コミュニティバスなどの公共交通については、通勤・通学・買い物・

通院などに不可欠であることから、今後も、地域住民のニーズを把握し、利便性向上に努めてい

くことが求められます。 

【施策目標6-3 持続可能な地域公共交通の整備】 

高齢化の進展による交通制約者の増加が予想されることから、住民の足を確保し、自立した生

活を支援する必要性があります。上里町の現状にあった地域公共交通ネットワークの形成に努

め、利便性を向上させつつ、持続可能な地域公共交通を実現させることをめざします。 

【住民の役割】 

環境や人にやさしい公共交通の利用に努めます。 
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アンケート調査結果（抜粋） 

調査概要  対象者 ：上里町に居住する18歳以上の2,000名 

調査期間：令和3年4月23日～5月10日 

回収数 ：877票（回収率43.85％） 

問５あなたは、上里町は住みよいと感

じていますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 

【問５で「３．あまり住みよくない」、「４．住みよくない」を選択した方】 

問5-2 上里町が住みよくないと感じる原因は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 
問15 あなたは、町内や近隣への交通手段として、どのような取組が充実すればいいと思いますか。  

（主なもの３つまでに○） 
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② 上里町都市計画マスタープラン  
計画期間 

計画策定   ：平成29年（2017年）3月  計画の目標年次：令和17年（2035年） 

将来像・都市づくりの目標 
【将来像】 

『 ゆとりと成長力に満ちあふれた田園交流都市 かみさと 』 

【都市づくりの目標】 

目標１：みんなで育てるまちの実現 

目標２：ゆとりある生活を感じることができるまちの実現 

目標３：生産空間と生活空間が調和した、活力に満ちた持続可能なまちの実現 

目標４：安全で安心して住み続けられるまちの実現 

目標５：田園に包まれた、自然環境に優しいまちの実現 

記載内容 
第４章 全体構想 

２.都市施設等の整備の方針 

（１）道路交通網の整備方針 

①基本的な考え方 

道路整備においては、日常生活を支える生活道路の改善及び維持・管理を図るとともに、都市

活動を支える道路網の充実に努めます。また、子供や高齢者、身体障者等へ配慮した、すべての

人が安心・快適さを感じることができる道路整備を目指します。公共交通については、利便性向

上と自家用車等に頼ることなく誰もが快適に移動できる環境の整備に努めます。 

②整備方針（一部抜粋） 

エ）公共交通の利便性の向上 

公共交通については、通勤・通学をはじめ、地域住民の足として一層の利便性の向上を目指し

ます。 

【鉄道利用環境の充実】 

ＪＲ高崎線の利便性の向上を図るために、神保原駅北口駅前広場の整備を進めるとともに、沿

線市町との連携を図り、本数の増加や車両数の増加などＪＲ東日本に要望します。 

神保原駅については、町の玄関口に相応しい魅力ある駅舎としての再整備を関係機関と調整

を図りつつ検討します。また、バリアフリー化やユニバーサルデザインの導入等を図り、利便性

の向上に努めます。 

【コミュニティバスの充実】 

上里町コミュニティバス「こむぎっち号」の安定運行に努めるとともに、経営動向を見なが

ら、路線及び便数などの改善・拡充を検討していきます。 

【高速バス停留所の設置】 

都心・羽田空港・成田空港と高崎・長野・新潟方面を結ぶ、定期高速バスの上里サービスエリ

アへの停留所設置を関係機関に要望します。 

また、パークアンドライド方式による交通手段についても検討します。 

３.都市環境の形成・保全等の方針 

（４）地球温暖化対策に関する方針 

①基本的な考え方 

地球環境への負荷の軽減が図られた持続的発展可能な地球に優しいまちの形成を目指しま

す。 

②整備方針（一部抜粋） 

【その他温暖化抑制策の推進】 

低炭素社会の実現に向けて、電気・水素・ハイブリッドカー等の環境配慮型自動車の普及促

進、公共交通機関の利用促進、自転車利用の促進等を進めます。 



 

6 

③ 第２期上里町まち・ひと・しごと創生総合戦略  
計画期間 

令和2年（2020年）～令和6年（2024年） 

基本目標 
【基本目標】 

基本目標１ 町の資源を活かして、仕事をつくり、産業を盛んにする 

基本目標２ 「かみさと」の魅力を生み出し、発信し、人を呼び込む 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ 時代の変化に対応し、安心してくらせる地域をつくる 

記載内容 
第３章 基本目標と施策 

基本目標４ 時代の変化に対応し、安心してくらせる地域をつくる 

（４）誰もが住みやすい都市基盤の整備 

①最適な地域公共交通の整備 

少子高齢化の進展による交通弱者の増加が予想されることから、町民の生活の足を確保し、自

立した生活を支援する必要があります。このため、現行の地域公共交通をより町の現状に合っ

た形になるよう改善に努め、多くの人が満足できる効率的な地域公共交通の確立を目指します。 

 

重要業績評価指標 

〔KPI〕 

現状 

（平成30年度） 

目標 

（令和6年度） 

町営公共交通 

年間利用者数 
16,300人 22,300人 
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（２）関連計画  

① 上里町立地適正化計画  
計画期間 

令和4年（2022年）1月～令和24年度（2042年度） 

基本目標 
【立地適正化計画における都市づくりの目標】 

『拠点を中心に交通ネットワークでつながる、安全に住み続けられるコンパクトなまち』 
 

第３章 基本方針 

２．目指すべき都市の骨格構造 

（２）立地適正化計画における「拠点」と「公共交通軸」の設定について 

本計画における都市構造の拠点は、都市計画マスタープランにおける「中心拠点」を「拠点市

街地」に位置づけ、用途地域が指定されている地域を基本として「住宅市街地」に位置づけま

す。 
 

立地適正化計画 

における都市構造 
位置づけと考え方 

拠点 

拠点 
市街地 

都市計画マスタープランにおける「中心拠点」を基本に、多様な機能集積
と高密度な人口集積を目指す拠点を、「拠点市街地」として位置づける。 

住宅 
市街地 

用途地域が指定されている地域を基本に、「拠点市街地」の生活サービス
施設や公共交通サービスを支える、一定の人口密度を維持する地域を「住
宅市街地」として位置づける。 

生活交流 
拠点 

既存集落の公民館周辺を、地域コミュニティの活動の場を担う「生活交流
拠点」として位置づけ、「拠点市街地」との公共交通アクセスを確保する。 

軸 
公共 

交通軸 
各拠点間を結ぶ役割を担い、通勤通学や日常生活を行う上で利便性が高い
公共交通路線の位置づけを行う。 

※国が示す「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の両輪は、「立地適正化計画」と「地域公共交通網形成計
画」とされており、都市構造の骨格として示すのは、拠点と拠点間をつなぐのは道路ネットワークではなく、公
共交通ネットワークとなります。 

 

（３）立地適正化計画で目指す都市構造 

神保原駅を中心とする「拠点市

街地」と、その周辺に広がる「住

宅市街地」を基本とした都市構造

の構築によりコンパクトで持続

可能な都市構造を目指します。 

また、都市機能を集積する「拠

点市街地」へのアクセス性を高

め、過度な自動車依存率の減少を

目指し、「住宅市街地」における

公共交通ネットワークの強化を

図るとともに、「拠点市街地」と

「生活交流拠点」を結ぶ公共交通

アクセスを確保する、コンパクト

シティ・プラス・ネットワーク型

の都市づくりを進めます。 
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記載内容 
第７章 計画の推進に向けた取組 

１．立地適正化計画で目指す都市構造の実現に向けた施策 

（１）都市機能誘導区域における施策 

施策1-2 駅周辺の賑わい・魅力の向上 

◆回遊性を高めるまちなか空間の整備 

誰もが利用しやすい駅周辺のまちなか空間の整備により、居心地が良く歩きたくなるウォー

カブルなまちなかづくりを推進します。 

施策1-3 公共交通サービスの構築 

◆交通結節機能の強化 

神保原駅へのアクセス性と利便性を向上させるため、駅前広場や周辺の道路等の整備を推進

します。 

「上里町地域公共交通網形成計画」に基づき、「拠点市街地」と「住宅市街地」を結ぶ交通ネ

ットワークの充実・強化を図り、公共交通の利用を促進します。 

駅利用者のみならず、駅が町民の憩い・集いの場となるよう駅前広場・バス停留所等の整備を

行い、交流機能の拡充を図ります。 
 

（２）居住誘導区域等における施策 

施策2-3 住環境整備の推進 

◆交通ネットワークの充実 

「上里町地域公共交通網形成計画」に基づき、「拠点市街地」と「住宅市街地」を結ぶ交通ネ

ットワークの充実・強化を図り、公共交通の利用促進を図ります。 

施策2-4 田園環境の保全 

◆既存集落の活力維持 

農地や自然が身近にあり、ゆとりある居住環境を有する既存集落においては、住み慣れた地域

で住み続けられるよう既存インフラの維持を図り、「生活交流拠点」を中心とした地域コミュニ

ティ活動の支援を行い、既存集落の活力維持に取組みます。 

「上里町地域公共交通網形成計画」に基づき、「拠点市街地」と「生活交流拠点」を結ぶ交通

ネットワークによる公共交通アクセスを確保します。 

 
第９章 計画の評価指標及び進行管理 

１．計画の評価指標の設定 

（１）目標指標 

● 公共交通の利用促進 

目標指標２ 
基準値 

（2019年度） 
目標値 

（2041年度） 

神保原駅の乗客数（日平均） 2,799人／日 2,653人／日以上 

【補足】※神保原駅の乗客数は、「埼玉県統計年鑑」から集計 

※目標値は、2020年から2040年の人口減少率（94.8％）を考慮して算出 
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② 上里町地域福祉推進プラン  
計画期間 

令和5年度（2023年度）から令和9年度（2027年度） 

将来像 
【基本理念】 

『地域で支え合いながら誰もがいきいきと充実して暮らせるまち』 
地域で支援を必要とする方が、地域の中で孤立することを防ぎ、適切なサービス・支援につな

がるためには、日常のコミュニケーションによる人間関係づくりが大切であり、お互いに支え

合える人との結びつきが重要となります。新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の人々

との付き合いが薄れ、つながりが途切れがちになるなかで、要支援者が自らも目を外に向け、い

きいきと暮らせる取組が必要とされています。 

これらのことから、本計画では前計画の基本理念である『地域で支え合いながら誰もがいきい

きと充実して暮らせるまち』を踏襲し、地域共生社会の実現に向けて取り組みます。 

記載内容 
第４章 計画の内容 第6節 施策の展開 

基本目標３ 地域ネットワークによる支え合いの構築 

【現状】 

交通対策・バリアフリーでは、福祉有償運送の情報提供やタクシー初乗り料金補助事業、こむ

ぎっち号の運行などを行うとともに、公共施設等のバリアフリー化に努めています。 
 

【取組内容】 

（４）交通対策・バリアフリー 

取組 内容 担当課 

①公共交通の充実 町内の主要施設への移動の利便性を確保する
ため、公共交通の充実を図ります。 

総合政策課 

②福祉タクシー券等 障害者等の移動支援や社会参加を促進するた
め、福祉タクシー券等の事業を進めます。 

町民福祉課 
高齢者いきいき課 

③公共施設等の 
バリアフリー化 

公共施設等の安全性や利便性を高めるため、
バリアフリー化に努めます。 

関係各課 

 

 

③ 神保原駅北まちづくり基本計画  
将来像 
【駅北の将来像】 

『賑わいとゆとりを感じ 歩いて楽しむ「まちなか」～ひと・まち・駅をつなぐまちづくり～』 

上里町は、鉄道駅や幹線道路、スマートインターチェンジなど交通の利便性に恵まれ、日常の

買い物に必要な商業施設も多く立地し、緑豊かな田園環境の中で住むのにちょうど良い魅力的

な町です。このような町の魅力を活かし、賑わいとゆとりのある駅北に訪れたくなるよう、ひ

と・まち・駅をつなぎ、歩いて楽しめるまちづくりを推進していきます。 

記載内容 
第５章 今後のまちづくりの進め方について 

１.実現化に向けた検討 

本基本構想に基づいたまちづくりを実現するため「整備方針の検討図」を示します。各ゾーン

の整備を進めるには、まず第一に、駅周辺と町全域とを結ぶアクセスの改善や、通学する児童・

生徒の安全確保が必要であるため、神保原停車場線や駅北東通り線、駅機能、駅前広場の改善を

中心に進め、駅北全体のまちづくりに波及させていきます。 
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１－２．上里町の現状  

（１）位置、地勢  
上里町は埼玉県の最北端、都心部から約85kmの距離に位置し、神流川や烏川、利根川等を

境に、本庄市や神川町、群馬県の藤岡市、高崎市、玉村町と接している。平坦な土地が多く、

広く集落が点在しており、その周囲を田畑が取り囲んでいる状態にある。一部は、本庄市と

市街地が一体化している。昭和29年（1954年）に七本木村、神保原村、長幡村、賀美村が合

併して上里村になり、昭和46年（1971年）に上里町となり、現在に至っている。 

 

 
図 １-１ 上里町位置図 

  

上里町 

埼玉県 
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（２）人口  
① 人口推移  
上里町の総人口は、平成 22年（2010年）まで増加を続けてきたが、約 31,000人をピー

クに減少に転じている。国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口」

によると、今後も人口減少が続き、約 10 年後の令和 17 年（2035 年）には約 26,000 人、

令和 47年（2065年）には約 17,000 人に至ると予測されている。 

また、高齢化率も年々増加傾向にあり、約 10 年後の令和 17 年（2035 年）には 34.3％

と 3人に 1人が 65歳以上になる見通しである。 

 

 
出典：実績値（令和2年まで） 「国勢調査（1980年～2020年）」総務省統計局 

    推計値（令和7年以降） 「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」国立社会保障・人口問題研究所 

図 １-２ 人口及び高齢化率の推移 

 

② 人口動態  
平成 27年（2015年）から令和 2年（2020年）にかけての上里町内の人口動態は、転出

者数より転入者数が約 180 人超過している。年齢別では、15 歳～34 歳では転出者が多い

ものの、15 歳未満・35 歳～49 歳の子育て世代及び 65 歳以上の高齢者において転入超過

の状況にある。 

 

 
出典：「国勢調査（平成27年、令和2年）」総務省統計局 

図 １-３ 上里町の純移動 



 

12 

③ 人口分布  
人口は町内全域に分布している。特に、神保原駅周辺から町東部に集中しており、平成

27年（2015年）から令和 2年（2020年）にかけて人口が増加傾向にある。一方で、町西

部は人口が分散して分布しており、平成 27年（2015年）から令和 2年（2020年）にかけ

て、広い範囲で減少傾向にある。 

 

  
図 １-４ 人口分布（令和2年時点） 

  
図 １-５ 人口分布（平成27年から令和2年の変化） 

出典：「国勢調査（平成27年、令和2年）」総務省統計局 

人口分布（R2）[人]

1以上、50未満

50以上、100未満

100以上、200未満

200以上、300未満

300以上

人口差分（R2-H27）[人]

-50以上

-50未満、-10以上

-10未満、+10未満

+10以上、+50未満

+50以上
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④ 高齢者分布  
高齢者人口においても、人口全体と同様に町内全域に分布している。特に、神保原駅周

辺から町東部に集中しており、平成 27年（2015年）から令和 2年（2020年）にかけて高

齢者の増加が大きい。一方で、町東部では高齢化率が 30％未満の箇所が多く、その他の地

域では高齢化率が 40％以上の地域が広く分布している。なお、平成 27年（2015年）から

令和 2年（2020年）にかけての高齢化率の増加は町内全域で生じている。 

 

    
図 １-６ 高齢者分布（令和2年）     図 １-７ 高齢者分布の変化 

                            （平成27年から令和2年の変化） 

   
図 １-８ 高齢化率分布（令和2年）     図 １-９ 高齢化率分布 

                            （平成27年から令和2年の変化） 
出典：「国勢調査（平成27年、令和2年）」総務省統計局 

  

高齢化率差分
（R2-H27）

-10％以上

-10％未満、
-5％以上

-5％未満、
+5％未満

+5％以上、
+10％未満

+10％以上

高齢者人口分布
（R2）[人]

1以上、25未満

25以上、50未満

50以上、75未満

75以上、100未満

100以上

高齢者人口差分
（R2-H27）[人]

-50以上

-50未満、-10以上

-10未満、+10未満

+10以上、+50未満

+50以上

高齢化率（R2）

20%未満

20％以上、
30％未満

30％以上、
40％未満

40％以上
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（３）施設の立地状況  
商業施設及び医療施設は、立地適正化計画で設定している「居住誘導区域」内に多く立地

しており、特に医療施設は神保原駅周辺に集中している。 

なお、公共施設に関しては、「上里町公共施設再配置・維持保全計画」により将来的に廃

止・移設が計画されている。現在、上里町で運行しているコミュニティバス「こむぎっち号」

の停留所に設定している「保健センター」は、令和7年度（2025年度）中に移転予定である。 

 

 
図 １-１０ 施設分布 

  

保健センター 保健センター
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（４）町民の主な移動手段  
町民の主な移動手段は、自動車が最も多く、全体の66％を占めている。一方で公共交通（鉄

道及びバス）は全体の4％程度である。 

15～25歳においては、運転免許証の取得ができない18歳未満を含むことから「鉄道」が28％、

「自転車」が20％を占めており、他の年代と比較して「自動車」以外の利用が多い。また、

75歳以上になると、「自動車」の割合が33％まで減少し、「自転車」「徒歩」の割合が高い。 

 

 
出典：「第6回東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）」東京都市圏交通計画協議会 

図 １-１１ 年代別の代表交通手段 

 

（５）運転免許証返納者数の推移  
上里町の運転免許証返納者数は、令和2年（2020年）をピークに減少はしているものの、

平成29年（2017年）及び平成30年（2018年）と比較すると令和元年（2019年）以降は増加傾

向にある。また、令和5年（2023年）の運転免許証返納者数を年齢別に見ると、75歳以上が約

8割を占めている。 

 

 
出典：「市区町村別・年齢別運転免許申請取消(全部取消)及び経歴証明発行数（累計）」 

図 １-１２ 上里町の運転免許証返納者数 



 

16 

１－３．上里町の公共交通の現状  

（１）町内の公共交通網  
① 町内にある公共交通  
上里町では、公共交通としてＪＲ高崎線、町南部を運行する路線バス（神泉総合支所線）

及びコミュニティバス「こむぎっち号」、タクシーが運行している。 

ＪＲ高崎線及び路線バスが町外と町内を結ぶ交通手段であり、「こむぎっち号」が町内

全域の交通手段としての役割を担っている。 

 

  

 
図１-１３ 上里町の公共交通網  

コミュニティバス（こむぎっち号） 鉄道 

路線バス 

タクシー 
こむぎっち号_停留所 

停留所（路線バス） 

中央ルート 
北部ルート（アグリパーク上里循環） 
北部ルート（ウニクス循環） 
南部ルート（アグリパーク上里循環） 
南部ルート（ウニクス循環） 

神泉総合支所線 

上越・北陸新幹線 

高崎線、八高線 
線 線線線

鉄道駅 
タクシ
※町内全域 

フリー乗降区間 
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② 公共交通の利用に関する補助制度  
上里町が公共交通に関して実施している交通弱者の方への移動支援等の取組・制度等を

以下に示す。様々な取組・制度により、町民の移動の支援を実施している。 

 

上里町高齢者お出かけサポート助成事業 

制度の概要 
歩行困難等により、「こむぎっち号」を利用できない高齢者の外出を支援するため、タクシー

利用料金の一部を助成する上里町高齢者お出かけサポート利用券を交付 

●対象者（以下のいずれにも該当する方） 

1.町内に住所を有している方 

2.在宅で満65歳以上の方 

3.要支援1・2、要介護1～5の認定を受けている方 

4.単身者又は満65歳以上の方のみで構成する世帯に属している方 

5.運転免許証を持っていない方 

6.上里町重度心身障害者福祉タクシー利用券の交付対象者でない方 

福祉タクシー制度・重度心身障害者自動車等燃料費の助成 
制度の概要 

重度心身障害者の社会参加を図るため、福祉タクシー利用券を発行し料金の一部を助成または、
重度身体障害者が自ら所有し自ら運転する自動車等の運行に伴う燃料費の一部を助成 

●対象者 

【福祉タクシー制度】 

・身体障害者手帳1・2級の方 

・療育手帳 

（みどりの手帳）Ⓐ・Aの方 

 

【重度心身障害者自動車等燃料費の助成】 

・身体障害者手帳1・2級の方または、身体障害者のうち、視覚

障害者と同居し、生計を一にする親族で、その方の移動手段

を行っている方 

・療育手帳（みどりの手帳）Ⓐ・Aの方または、その方と同居し、

生活を一にする親族で、その方の移動手段を行っている方 

・精神障害者保健福祉手帳1・2級の方 

運転免許証自主返納者支援事業 
制度の概要 

高齢者等の交通事故防止及び公共交通の利用を促進し、安心安全でくらしやすいまちづくりを
推進することを目的とし、運転免許証自主返納者へ「こむぎっち号」の1年間の無料乗車券を交付 

●対象者 

・申請日時点で上里町に在住している（住民登録している）方 

上里町コミュニティバス高齢者無料パス交付事業 
制度の概要 

「こむぎっち号高齢者無料パス」をお渡しすることで、公共交通への転換のハードルを低くし、
高齢者の方が公共交通の利用を意識するきっかけを提供することを目的とし、交通安全講習会を
受講する意思のある（または受講した）町内在住の70歳以上の方へ「こむぎっち号」の無料乗車
券を交付 

●対象者（以下のいずれかに該当する方） 

・上里町高齢者無料パス交付対象の交通安全講習会を受講する意思のある方、又は受講された方 

・申請日時点で上里町に在住している（住民登録している）方 

・講習を受講した年度の3月31日までに70歳以上の方 
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③ 公共交通空白地域  
鉄道駅から 1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から 300ｍ以上離れて

いる地域を公共交通の利用が不便な「公共交通空白地域」とする。 

また、上記の「公共交通空白地域」以外に住んでいる人口の割合を公共交通による「人

口カバー率」とすると、上里町では約 92％が公共交通を利用可能な状況にある。 

 

 
【公共交通空白地域の定義】 

鉄道駅から1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から300ｍ以上離れている地域 

【カバー人口・人口カバー率】 

鉄道駅から1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から300ｍ以内の人口とその割合 
出典：「国勢調査（令和２年）」総務省統計局 

図１-１４ 公共交通空白地域 

  

人口（令和２年）：30,343人 

カバー人口   ：27,751人 

人口カバー率  ：91.5％ 

公共交通空白地域

路線バス_路線

路線バス_停留所

鉄道駅

コミュニティバス_路線

コミュニティバス_停留所

人口分布（R2）[人]

1以上、50未満

50以上、100未満

100以上、200未満

200以上、300未満

300以上
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（２）鉄道の現状  
上里町北東部にＪＲ高崎線の神保原駅が位置しており、平日においては朝の通勤・通学時

間帯は１時間に5～7本、昼間の時間帯は１時間に3本、夕方の帰宅時間帯は１時間に3～5本

程度となっている。 

神保原駅の利用者数は、コロナ禍により令和2年度（2020年度）に大きく減少したものの、

現在は回復傾向にある。また、駅利用者の約7割は定期利用者であり、通勤・通学での利用

が約9割を占めている。駅へのアクセス手段（端末交通手段）としては、乗用車・軽自動車が

最も多く、約半数を占めている。 

 

 
出典：「各駅の乗車人員」ＪＲ東日本ＨＰ（計算の都合上、合計値が一致しない場合がある） 

図 １-１５ 神保原駅の１日平均利用者数 

 

 
図 １-１６ 目的別の神保原駅の利用状況 

 
図 １-１７ 神保原駅の端末交通手段 

出典：「第6回東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）」東京都市圏交通計画協議会 
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（３）路線バスの現状  
上里町では朝日自動車株式会社が１路線（沖電気経由と小島南経由の2系統）運行してお

り、本庄駅から上里町内を経由し、神川町の神泉総合支所までを結んでいる。1日の運行本

数は神泉総合支所行き・本庄駅南口行き共に20本となっている。 

利用者数は、コロナ禍により令和2年度（2020年度）で減少したものの、令和3年度（2021

年度）以降はコロナ禍前と同程度まで回復しており、令和5年度（2023年度）ではコロナ禍

前の利用者数を上回っている。 

運行経費は年々上昇しており、収支率は平成29年度（2017年度）以降より低下傾向にある。

なお、令和5年度（2023年度）では、運行ルートの見直しによる公共施設への路線の延長や

人件費の増加、物価の高騰、働き方改革等の要因により運行経費が大きく増加している。 

なお、当路線は、沿線市町や事業者の運営努力だけでは、路線の維持が難しいため、地域

公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）の補助を受けるとともに、本庄市、神川

町、藤岡市、朝日自動車株式会社と運行に関する協定を締結し、上里町からも補助金を拠出

することによって運行を維持・確保している。 

 

表 １-１ 路線バス（神泉総合支所線）の運行概要 

 

  
図 １-１８ 路線バス（神泉総合支所線）の   図 １-１９ 路線バス（神泉総合支所線）の 

年間利用者数                                  収支状況及び収支率 
 

出典：朝日自動車（株） 提供資料 

 

  

系統名 起点 経由地 終点 
事業 

許可区分 
運行態様 実施主体 

補助事業 

の活用 

路線 

バス 

本庄駅 

南口 

ウニクス 

上里 

神泉総合

支所 
４条乗合 

路線定期 

運行 

交通事業者 

(朝日自動車) 
幹線補助 
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（４）コミュニティバスの現状  
上里町が運行する公共交通は、平成15年（2003年）より「福祉巡回バス」として運行を開

始し、平成24年（2012年）に「町内巡回バス」として再編、さらに平成28年（2016年）に「こ

むぎっち号」として再編されたものである。 

現在のコミュニティバス「こむぎっち号」は月～土曜日（祝日含む）に5ルート運行され

ている。なお、令和元年（2019年）9月にダイヤ改定が行われ、北部ルートと南部ルートは隔

日運行となる代わりに増便となった。また、令和3年（2021年）3月には、北部ルートと南部

ルートのルート再編を実施し、3ルートから5ルートとなった。 

なお、「こむぎっち号」は上里町と運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しいた

め、地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー補助）の補助により運行を維持・確

保している。 

 

① 運行概要  
「こむぎっち号」の運行概要を以下に示す。 

 

表 １-２ 「こむぎっち号」の運行概要 

運行ルート 運行便数 運行台数 運用日 所要時間 停留所数 

中央 

ルート 

ウニクス行・ 

アグリパーク 

上里行 
16便 2台 

月～土 

（6日間） 
46分 22か所 

北部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 
8便 1台 

月・水・金 

（3日間） 

43分 23か所 

ウニクス循環 8便 1台 45分 25か所 

南部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 
8便 1台 

火・木・土 

（3日間） 

44分 26か所 

ウニクス循環 8便 1台 43分 22か所 

 

運行ルート 起点 経由地 終点 
事業許 

可区分 

運行 

態様 

実施 

主体 

補助事業 

の活用 

中央 

ルート 

ウニクス行・ 

アグリパーク 

上里行 

アグリパ

ーク上里 

イオン 

タウン 
ウニクス 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

北部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 

アグリパ

ーク上里 

イオン 

タウン 

アグリパ

ーク上里 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

ウニクス循環 ウニクス 
カインズ

ホーム 
ウニクス 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

南部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 

アグリパ

ーク上里 

上里町 

役場 

アグリパ

ーク上里 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

ウニクス循環 ウニクス 浅間神社 ウニクス 
4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 
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出典：上里町ＷＥＢサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」 

図 １-２０ こむぎっち号・路線バスの路線図  
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出典：上里町ＷＥＢサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」 

図 １-２１ こむぎっち号・路線バスの時刻表  
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② 利用者数の推移  
利用者数全体としては、コロナ禍により令和 2 年度（2020 年度）で減少しているもの

の、令和 4年度（2022年度）にはコロナ禍前まで回復しており、令和 5年度（2023年度）

ではコロナ禍前を上回る利用者数となっている。 

中央ルートは、利用者全体の約 8割を占めており、年々利用者数が増加している。北部

及び南部ルートは、週 3日の隔日運行であり、中央ルートと比較すると利用者数は少ない。 

北部ルートは、令和 5年度（2023年度）においてもコロナ禍前の利用者数には戻ってお

らず、1便あたりの利用者数が 1.0人/便を下回っている。南部ルートでは、令和 3年（2021

年）3月のルート変更以降、利用者数が増加しており、コロナ禍前を上回る利用者数とな

っている。ただし、南部ルートのアグリパーク上里循環では 1便あたりの利用者数が 1.0

人/便を下回っている。 

 

 
図 １-２２ 「こむぎっち号」の年間利用者数の推移 

 
図 １-２３ 「こむぎっち号」の1便あたりの乗車人数の推移 

出典：「こむぎっち号」の利用実績 
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中央ルート 

 アグリパーク上里行 

 ウニクス行 

 
北部ルート 

 アグリパーク上里循環 

 
北部ルート 

 ウニクス循環 

 
南部ルート 

 アグリパーク上里循環 

 
南部ルート 

 ウニクス循環 

 
出典：「こむぎっち号」の利用実績 

図 １-２４ 「こむぎっち号」の便別の利用状況 
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③ 停留所別の利用状況  
令和 5年度（2023年度）に実施したＯＤ調査による、各ルートの停留所別の乗降者数及

び停留所間の乗降者数を以下に示す。 

 

● 調査概要 

調査期間 令和5年（2023年）11月6日（月）～11月11日（土） 

 

● 調査結果 

中央ルート 

利用者は、イオンタウンやウニクス等の商業施設、神保原駅に集中している。一方で、

一部では 1週間のうちに数人のみしか利用されていないバス停留所もある。 

 

 
図 １-２５ 「こむぎっち号」中央ルートの停留所別利用状況 

  

※人数はＯＤ調査を実施した
６日間の合計人数
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北部ルート 

利用されているバス停留所は限定的であり、アグリパーク上里循環では「アグリパーク

上里」「神保原駅」、ウニクス循環では「ウニクス」に集中している。区間乗車人数は一

定数はいるものの、利用者数が 0人の停留所を経由しており、非効率な運行となっている。 

 

 
図 １-２６ 「こむぎっち号」北部ルート（アグリパーク上里循環）の停留所別利用状況 

 
図 １-２７ 「こむぎっち号」北部ルート（ウニクス循環）の停留所別利用状況  

バス停留所別_乗降者数 [人]

0

1以上、5未満

5以上

区間別乗車人数

2未満

2以上、4未満

4以上

バス停留所別_乗降者数 [人]

0

1以上、5未満

5以上、10未満

10以上

区間別乗車人数

2未満

2以上、4未満

4以上
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南部ルート 

利用されているバス停留所は限定的であり、アグリパーク上里循環では「神保原駅南広

場」、ウニクス循環では「上里町役場」「ウニクス」に集中している。区間乗車人数は一

定数はいるものの、利用者数が０人の停留所を経由しており、非効率な運行となっている。 

 

 
図 １-２８ 「こむぎっち号」南部ルート（アグリパーク上里循環）の停留所別利用状況 

 
図 １-２９ 「こむぎっち号」南部ルート（ウニクス循環）の停留所別利用状況  

バス停留所別_乗降者数 [人]

0

1以上、5未満

5以上

区間別乗車人数

2未満

2以上、4未満

4以上

バス停留所別_乗降者数 [人]

0

1以上、5未満

5以上、10未満

10以上、20未満

20以上

区間別乗車人数

5未満

5以上、10未満

10以上
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④ 割引制度の利用実績  
「こむぎっち号」は様々な割引制度が導入されており、令和 5年度（2023年度）におい

ては約半数が運賃無料で利用している。特に、「手帳割引」「高齢者無料パス」の利用割

合が高く、「高齢者無料パス」は令和 4年（2022年）9月に交付要件を緩和したため、申

請者が増加し、令和 4年度（2022年度）以降の利用者が大きく増加している。 

 

表 １-３ 「こむぎっち号」の割引制度一覧 

割引制度 内容 

手帳割引 
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、ミラ

イロIDを提示した方は運賃無料 

運転免許証自主返納 

無料乗車券 

町内在住の運転免許証を自主返納した方に、有効期限が1年

間の「無料乗車券」を交付しており、提示した方は運賃無料 

高齢者無料パス 

交通安全講習会を受講する意思のある（または受講した）町

内在住の70歳以上の方に「こむぎっち号高齢者無料パス」を

配布しており、提示した方は運賃無料 

乗り継ぎ券 

（令和3年3月） 

こむぎっち号を乗り継ぐ場合は、乗り継ぎ前のバスの運賃支

払い時に無料乗り継ぎ券を発行してもらうことで運賃無料 

未就学児 未就学児は運賃無料 

 

 
※1日乗車券は令和2年度に廃止されており、令和3年度より乗り継ぎ券へ変更している。 

出典：「こむぎっち号」の利用実績 

図 １-３０ 「こむぎっち号」の割引制度利用実績 

  

約 5 割 
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⑤ 運行経費及び収支率の推移  
運行経費は年々増加傾向にあり、町の実質負担額も令和元年度より増加傾向にある。ま

た、運賃収入による収支率は、令和 5年（2023年）では約 1.8％であり、ほとんどの運行

経費は町の負担や補助金により賄われている。 

 

 
図 １-３１ 「こむぎっち号」の運行経費と経費負担内訳 

 

（５）タクシーの現状  
上里町では、以下の3社が運行している。配車状況においては、近隣市からの配車がほと

んどの状況にある。 

 

表 １-４ 上里町内のタクシー事業者と保有台数 

会社名 所在地 
保有台数 

一般車両数 ハイヤー 福祉車両 

(有)本庄合同タクシー 
上里町神保原町264 4 － － 

本庄市本庄1-1-26 20 － － 

本庄タクシー（株） 本庄市本庄2-2-25 27 － － 

(有)明日香交通 本庄市けや木3-13-15 13 － － 

出典（上里町内で運行している事業者）：TAXISITE、HTTPS://WWW.TAXISITE.COM/ 

出典（所在地・保有台数）：一般社団法人埼玉県乗用自動車協会WEBサイト「加入事業者」、HTTP://WWW.TAXI-SAITAMA.OR.JP/PAGE2.HTML 
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１－４．公共交通に関する町民の意識  

本計画の策定に向け、令和5年度（2023年度）に実施した公共交通に関する「町民意識調

査」及びコミュニティバス「こむぎっち号」の利用者を対象とする「利用者ヒアリング調査」

の結果概要を以下に示す。なお、詳細な調査結果については資料編に示す。 

 

（１）町民意識調査の結果  

① 調査概要  
調査期間 令和5年（2023年）7月26日（水）～8月25日（金） 

調査対象 15歳以上の町民3,000人（無作為抽出） 

調査方法 郵送配布、郵送回収及びＷＥＢ回答 

配付・回収数 

配布数 3,000票 

回収数 1,306票（郵送回収：1,209票、WEB回答：97票） 

回収率 43.5％ 

 

② 調査結果（概要）  
1）回答者属性 

【年齢】               【お住まい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】               【運転免許証の保有状況】 
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2）設問への回答 

■設問１：町内の公共交通（鉄道・路線バス・こむぎっち号・タクシー）について、不満

に思っていることを教えてください。 

 

交通手段 満足度 不満理由の内訳 

鉄道 

  

路線バス 

 
 

コミュニティ 

バス 

 

 

タクシー 
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■設問２：あなたが普段外出する際の目的ごとの目的地、頻度、移動手段についておうか

がいします。外出頻度の高い目的3つ以内でお答えください。 

 

【目的】               【最終目的地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外出頻度】             【交通手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問３ 

新型コロナウイルス感染症の流行が始ま

る前と、流行から5類感染症へ引き下げと

なった現在までのあなたの日常生活にお

ける外出回数に変化はありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

■設問４ 

上里町の今後の公共交通としてふさわしい

と思うものを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

34 

■設問５ 

町民の移動は、自家用車が中心となって

います。あなたは今後自家用車による移

動から公共交通を利用した移動に変更し

たいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問７ 

あなたが公共交通サービスにおいて重要

だと思うことを教えてください。 

 

 

 

■設問６ 

公共交通（鉄道、路線バス、こむぎっち号、

タクシー）は、町民の移動において必要不可

欠であると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問８ 

どのような目的の時に、利用しやすい公共交

通になればより便利になると思いますか。 
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（２）「こむぎっち号」利用者ヒアリング調査の結果  

① 調査概要  
調査期間 令和5年（2023年）9月25日（月）～10月7日（土） 

調査対象 「こむぎっち号」の利用者 

調査方法 
【9月26日、9月27日】調査員がバスに乗り込み、利用者に直接ヒアリング 

【 上記日程以外 】運転手による調査票の配布・回収 

回答者数 
全体：178人（中央ルート：138人、北部ルート：14人、南部ルート：26人） 
※回答者数は、複数回回答している方を含めた延べ人数とする。 

 複数回回答している方においては、2回目以降の回答では利用したバス停留所のみを確認している。 

 

② 調査結果（概要）  
1）回答者属性 

【性別】               【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住所】               【日常の主な交通手段】（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転免許証の保有状況】  

 

 

 

 

 

  

【性別】               【年齢】

【日常の主な交通手段】（複数回答あり）

            【年齢

【運転免許証の保有状況】
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2）設問への回答 

■こむぎっち号の利用頻度を教えてください。 

中央ルート 北部ルート 南部ルート 

   

 

■主な利用目的を教えてください。 （複数回答あり） 

中央ルート 北部ルート 南部ルート 

   

 

■「こむぎっち号」に対する満足度 

【総合評価】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 
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【運行日】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 

  

【乗り継ぎ】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 

  

 

■今後の公共交通サービスについて     

【今後の町内の交通手段として、どの   【公共交通サービスにおいて、最も重要だ 

ような取り組みが充実すればよいと思    と思うことを教えてください。】 

いますか。】 

 

 

 

 

 

 

 

 


